
【概要版】松本市美ケ原再生計画

〇 基本方針（再生のテーマ）

Fun
Future

Active
Access

Culture
Challenge

Ecology
Economy

分野 課題 対応方針（一部抜粋） 得られる効果 エリア

自然環境
・高山植物の消失

・カラマツ生育による眺望悪化

・植生調査/ササ刈り/電気柵設置の実施

・持続可能な植生回復体制

・豊富な自然資源の保全

・環境保全への意識醸成

・美鈴湖から天狗の露地

・天狗の露地

移動・交通
・林道の老朽化

・バスの採算性

・林道の改善

・MaaSの導入検討

・グリーンスローモビリティ導入の研究

・ビーナスラインと並ぶ観光道路へ

・市街地・温泉地・高原地の連携強化

・美鈴湖

・美鈴湖から天狗の露地

・天狗の露地

情報通信
・より広範囲でのWi-Fi普及

・携帯不感地帯の改善

・Wi-Fi拠点の増設

・VRによる体験型観光
・デジタル活用で未来志向型観光地へ

・天狗の露地

・三城

受入施設
・老朽化と在り方

・清潔なトイレ

・プロモーションの強化

・トイレ整備を含む施設整備
・「行きたい」目的地へ

・天狗の露地

・三城

登山道 ・崩落危険箇所の増加
・通報システムによる危険箇所把握

・登山道のブランド化
・推奨する登山道の適切な維持管理 ・三城

管理体制 ・施設の活性化
・各種ガイドツアーの造成

・指定管理者制度の導入
・民間活力による魅力発信 ・天狗の露地

冬の魅力
・観光資源としての活用

・安全性の確保

・冬山体験ツアーの実施

・冬期対応の施設運営検討

・索道建設など将来へ向けた研究

・冬の絶景の観光活用
・天狗の露地

・三城

課題と「向き合い」、観光の「顔」としていく

STEP１

課題抽出

STEP２

課題解決

STEP３

新たな魅力整備

そのためには・・・



〇 位置図

浅間温泉

美ケ原温泉

王ヶ頭

美ケ原駐車場売店
長野県美ケ原自然保護センター

美鈴湖

三城いこいの広場

美鈴湖エリア

王ヶ鼻

天狗の露地エリア

三城エリア

美鈴湖から天狗の露地エリア



〇 ロードマップ（スケジュール目標）

短期実行計画 長期挑戦計画

短期 中期 長期

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

自 然 環 境

移 動 ・ 交 通

情 報 通 信

受 入 施 設

登 山 道

管 理 体 制

冬 の 魅 力

植生調査

ササ刈り強化/電気柵範囲拡大

MaaS/グリーンスローモビリティ/索道 の研究

冬山体験ツアー

トイレ整備

管理システム導入

ガイドツアーの造成

林道美ケ原線の改良整備

植生回復モニタリング

植生回復サイクルの仕組みづくり

Wi-Fi拠点増設/キャッシュレス決済/ライブカメラ

携帯不感地帯改善の要望

登山道の補修

指定管理者制度の導入

関係機関との調整等 拠点施設の整備設計

VRによる体験型観光

冬期対応可となる施設運営

登山道のブランド化

継続

継続



～短期実行計画～ 各部局でやれることを即実行

● 自然環境 「お花畑」再生に向けた取組み ● 移動・交通 林道の補修（林道美ケ原線）

現況舗装の上にアスファルトを被せ（オーバレイ工法）、一部拡幅及び構造改善

植生調査 ササ刈り 電気柵

● 情報通信 電波の確保とデジタル活用の推進

売店

王ヶ鼻 王ヶ頭

● 受入施設 観光施設の方向性を決定

Wi-Fi拠点の増設と不感地帯解消により、利便性向上と安全性強化

● 登山道 道路損壊等通報システムの活用

山岳環境に配慮しつつ
清潔感を保持したトイレの整備

● 管理体制 / 冬の魅力 プロモーションの強化

一級品の観光資源

冬 星 雲海 花

倒木等の発生 システムにて通報 早期に対応

現状幅員（6.0ｍ～8.0ｍ） 保護路肩（0.5ｍ）一部拡幅

一部路盤入替

利活用



～長期挑戦計画～ 美ケ原の将来に向けた研究

● 自然環境 SDGｓによる「お花畑」再生への挑戦 ● 移動・交通 より容易な高原散策への挑戦

● 情報通信 未来志向型観光地への挑戦 ● 受入施設 魅力のある施設＜目的＞づくりへの挑戦

● 登山道 / 管理体制 民間活力導入への挑戦 ● 冬の魅力 観光資源としての活用への挑戦

① ササを刈る

② ①のササを製品化し販売する

③ ②の販売費用を①に充当する

①

②

③

展示

ガイド眺望

UD

飲食

資源

誰もが安心できる環境を整え、絶景をより多く人へ

美ケ原高原全体入込客数

H２ 1,063,000人

R2 295,300人

美ケ原スカイライン入込客数

H２ 74,700人

R2 14,224人

新たな観光者層獲得へ

指定管理者制度導入 サービス拡充

グリーンスローモビリティ導入へ MaaS導入へ

冬

花

眺望

普段と異なる景色をデジタルにより体験

VR

※ イメージ


